
安
芸
守
定
以
来
、
現
在
に
至
る
ま
で
の
安
芸
家
（
北
小
路
家
）
代
左

の
医
家
と
し
て
の
業
績
の
中
、
の
こ
さ
れ
た
資
料
や
諸
家
の
文
献
か

ら
今
日
ま
で
に
知
り
得
た
も
の
を
述
べ
た
。
今
回
の
発
表
は
そ
の
一

部
に
す
ぎ
ず
、
今
後
更
に
解
明
に
力
を
つ
く
し
た
い
。

（
北
小
路
外
科
医
院
）

（
結
語
）

こ
の
た
び
岩
波
書
店
よ
り
倉
ぐ
○
○
シ
固
く
Ｆ
シ
屍
胃
○
己
少
目
ｚ
ｏ
Ｏ
シ

己
国
国
弔
委
冨
８
冒
騨
号
。
冨
箇
３
。
①
冒
呼
同
首
唱
⑦
い
》
》
（
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
の
説
明
を
付
し
た
る
日
本
語
辞
書
）
の
日
本
語
訳
が
刊
行
さ
れ
た
。

イ
エ
ズ
ス
会
に
お
け
る
日
本
語
研
究
は
、
一
五
五
○
年
代
の
イ
ル

マ
ン
・
シ
ル
バ
に
よ
る
文
典
と
辞
書
の
編
墓
に
始
ま
る
が
、
布
教
の

た
め
の
最
初
の
準
備
と
し
て
日
本
語
修
得
に
乗
り
出
し
た
各
宣
教
師

の
個
人
的
な
研
究
が
積
承
重
ね
ら
れ
て
誕
生
し
た
の
が
、
こ
の
長
崎

版
『
日
葡
辞
典
』
で
あ
る
。
時
に
、
一
六
○
三
年
で
あ
っ
た
。

収
録
語
総
数
三
万
二
千
二
百
九
十
三
語
に
達
す
る
こ
の
辞
典
は
、

特
に
西
日
本
地
域
の
話
し
言
葉
を
中
心
に
し
た
中
世
か
ら
近
世
に
か

け
て
の
各
層
の
日
本
語
を
反
映
し
出
し
た
非
常
に
貴
重
な
資
料
と
さ

日
葡
辞
典
か
ら
見
た

安
土
桃
山
時
代
の
医
学

一
、
医
療
用
具

前大亀
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れ
な
が
ら
も
、
一
部
の
識
者
の
利
用
を
俟
つ
の
み
で
あ
っ
た
が
、
邦

訳
『
日
葡
辞
典
』
（
以
下
、
『
日
ポ
』
と
略
）
の
刊
行
に
よ
っ
て
、
よ
り

広
範
な
活
用
が
期
待
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

今
回
こ
の
『
日
ポ
』
か
ら
、
医
療
、
病
気
、
薬
物
、
身
体
な
ど
に

関
す
る
語
を
拾
い
上
げ
た
と
こ
ろ
、
約
千
三
百
語
に
及
び
、
当
時
の

人
為
の
暮
し
の
中
で
の
病
気
や
医
療
の
実
態
を
知
る
手
掛
り
と
な
る

と
考
え
、
若
干
の
紹
介
と
考
察
を
試
承
る
こ
と
と
し
た
。

ま
ず
、
こ
こ
で
は
、
医
療
用
具
を
取
り
上
げ
る
。
医
療
用
具
並
び

に
そ
れ
に
関
係
し
た
語
は
、
見
出
し
語
の
中
に
三
十
余
り
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。
即
ち
、
Ｉ
薬
刻
象
薬
刀
竹
刀
薬
盤
薬
研
沙

コ
シ
キ

鉢
乳
鉢
薬
鍋
薬
罐
甑
煎
じ
薬
煎
薬
煎
じ
減
ら
し

ウ
イ

ク
ス
リ
プ
ク
ロ
ヤ
ク
タ
イ

隈
す
る
（
以
上
調
製
服
薬
段
階
の
用
具
及
び
用
語
）
、
薬
袋
薬
袋
印

ヤ
画
ウ
ヤ
ク
ロ
ウ

ヒ
ラ
バ
リ

籠
薬
籠
薬
籠
薬
箱
薬
器
薬
貝
（
以
上
収
納
用
具
）
、
平
針

ト
メ

ウ
チ
パ
リ

銀
針
金
針
鉄
針
止
（
留
）
針
打
針
灸
文
（
以
上
鍼
灸
関

ク
ス
リ
ヅ
ッ

シ
ピ
ン
オ
ソ
ジ
ヤ
ク

係
語
）
、
薬
筒
筒
じ
ん
押
し
薬
浬
瓶
温
石
（
以
上
服
薬
鍼
灸

以
外
の
医
療
用
具
）
で
あ
り
、
問
題
は
次
の
八
点
に
集
約
さ
れ
る
。

一
、
「
本
道
医
中
に
、
当
時
無
二
針
之
名
誉
、
可
レ
云
二
道
之
零
落
一

欺
」
と
『
中
原
康
富
記
』
に
記
さ
れ
て
の
ち
百
数
十
年
、
衰
微
し
た

と
さ
れ
る
鍼
術
も
一
般
の
治
療
法
と
し
て
な
お
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

の
ひ
と
つ
の
証
拠
と
し
て
、
鍼
関
係
用
語
の
収
録
が
挙
げ
ら
れ
る
。

『
日
ポ
』
成
立
当
時
、
我
が
国
で
は
、
曲
直
瀬
道
三
、
御
園
意
斎
等

の
活
躍
を
見
る
が
、
特
に
、
御
園
意
斎
が
創
始
し
た
と
伝
え
ら
れ
る

「
打
針
」
及
び
「
金
針
」
「
銀
針
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
点
は
特
筆

に
価
す
る
。
こ
の
意
斎
流
の
数
種
の
鍼
法
の
う
ち
の
ひ
と
つ
で
あ
る

「
止
針
」
は
『
日
ポ
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
と
同
じ
も
の
か
、

『
日
ポ
』
に
は
「
止
針
下
痢
を
と
め
る
た
め
に
身
体
の
一
部
に
刺

す
針
」
と
説
明
さ
れ
て
い
て
、
『
針
道
秘
訣
集
』
に
「
止
針
、
立
シ
所

〈
両
腎
ナ
リ
命
門
ノ
相
火
ノ
冗
上
ス
ル
ヲ
止
ム
ル
ノ
針
ナ
リ
」
と
あ

る
の
と
内
容
的
に
も
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
ま
た
、
「
平
針
」
は
馬
や
人

間
に
行
な
う
刺
絡
針
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
が
、
『
日
ポ
』
以
前
に

は
使
用
を
見
な
い
言
葉
で
あ
る
。

二
、
『
日
ポ
』
以
前
の
我
が
国
の
文
献
に
は
見
当
ら
な
い
語
と
し

て
、
「
平
針
」
の
他
、
「
乳
鉢
」
「
浬
瓶
」
の
二
つ
が
あ
り
、
こ
の
時

代
に
二
語
と
も
日
本
語
に
定
着
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

三
、
『
日
ポ
』
以
外
の
文
献
に
見
い
出
し
難
い
語
と
し
て
、
「
薬

筒
」
「
筒
じ
ん
」
「
煎
じ
減
ら
し
」
の
三
語
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
馬

に
薬
を
注
ぎ
呑
ま
せ
る
た
め
の
筒
、
吸
い
玉
、
薬
を
煮
て
水
分
を
少

な
く
す
る
こ
と
、
の
謂
で
あ
る
。
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四
、
『
日
ポ
』
以
後
の
文
献
に
見
い
出
せ
な
い
語
は
な
い
。
但

し
、
「
沙
鉢
」
は
、
江
戸
前
期
の
『
和
漢
三
才
図
会
』
や
『
会
稽
山
』

（
近
松
作
）
な
ど
に
記
載
を
見
て
以
降
、
や
が
て
用
い
ら
れ
な
く
な

プ
（
》
Ｏ

五
、
用
具
と
言
葉
の
一
対
一
の
対
応
関
係
か
ら
離
れ
比
愉
と
し
て

機
能
し
始
め
る
語
に
「
薬
刀
ｌ
薬
の
効
め
」
「
薬
研
ｌ
女
陰
」
「
灸
を

す
え
る
Ｉ
懲
ら
し
め
る
」
の
三
つ
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
『
日
ポ
』

で
は
比
嶮
の
意
味
で
は
扱
わ
れ
て
い
な
い
。
因
み
に
、
三
語
と
も
比

嶮
と
し
て
文
献
に
登
場
し
始
め
る
の
は
江
戸
中
期
で
あ
る
。

六
、
用
途
の
変
化
と
い
う
観
点
か
ら
は
「
温
石
」
と
「
薬
罐
」
の

二
つ
が
重
要
で
あ
る
。
『
日
ポ
』
で
は
「
温
石
薬
用
に
用
い
る
あ

る
種
の
青
い
滑
ら
か
な
小
石
」
と
あ
っ
て
、
『
本
草
弁
疑
』
で
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
温
石
が
暖
房
用
の
焼
き
石
の
類
で
あ
る
の
に
対

し
、
こ
れ
は
、
後
に
『
塩
尻
』
な
ど
で
温
石
の
名
称
を
巡
っ
て
論
議

さ
れ
て
い
る
滑
剤
の
一
種
と
同
系
統
の
も
の
と
見
倣
す
べ
き
か
、
一

考
を
要
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
「
薬
罐
」
は
、
こ
の
時
期
既

に
薬
を
煎
じ
る
た
め
の
鍋
か
ら
転
じ
て
、
専
ら
温
沸
か
し
の
た
め
の

用
具
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。

七
、
収
納
用
具
は
互
い
に
用
途
が
混
同
さ
れ
、
薬
の
他
、
茶
や
火

薬
な
ど
も
こ
れ
ら
に
納
め
ら
れ
た
。
な
お
、
「
百
味
箪
笥
」
は
収
録

さ
れ
て
い
な
い
・

八
、
『
日
ポ
』
に
付
さ
れ
た
説
明
の
中
で
特
記
す
べ
き
事
項
と
し

て
、
薬
貝
に
は
牡
蠣
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
、
鉄
の
刃
物
は
薬
物
に
害

に
な
る
と
い
う
認
識
か
ら
竹
刀
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
、
の
二
点
が
あ

プ
旬
Ｏ

ウ
イ

最
後
に
、
「
隈
す
る
」
と
い
う
の
は
、
灰
の
中
で
物
を
焼
く
と
い

う
意
味
で
、
古
く
中
国
の
南
北
朝
時
代
の
書
と
称
さ
れ
る
『
炮
笑

論
』
に
薬
の
修
治
法
の
ひ
と
つ
と
し
て
記
さ
れ
て
以
来
伝
わ
っ
て
い

る
も
の
だ
が
、
一
般
に
は
あ
ま
り
使
わ
れ
な
い
こ
の
よ
う
な
語
ま
で

記
載
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
も
、
『
日
ポ
』
の
収
録
範
囲
の

広
さ
が
窺
わ
れ
る
。

（
東
京
医
科
大
学
第
二
解
剖
学
教
室
）
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